
 

心の視野を広げる 
            副校長 岸田 厚史 

 例年より短い夏休みを終え、子どもたちの元気な笑顔

が学校に戻ってきました。しかし、感染症や熱中症に対

する警戒心や緊張感をもちながらの教育活動の再開とな

ります。子どもたちの心身に少なからぬ負担が掛かる今

こそ、物事の見方を大きく変えていくことの必要性を実

感します。 

イソップ童話の「うさぎとかめ」は、足の速いウサギと

遅いカメが競争し、油断して眠ったウサギに、カメが勝

利する物語です。ゆっくりでも着実に前進する大切さを

伝える話とされています。この童話は世界的に有名です

が、「人や国によって解釈が異なる」という話をある新聞

で読みました。ある国際会議で児童の教訓を話すと、エ

ジプトの学者は、ウサギとカメの競争自体が愚かだと力

説。ウサギにもカメにもそれぞれの良さがあることから、

「個性の尊重」が童話の真意ではないかと述べました。

一方、タイの学者は、「共に生きる」がテーマだと主張し

ました。ウサギが横たわっているのに、なぜ声を掛けな

かったのか。眠っているだけならいいが、病気やけがだ

ったら大変だ。そんな時はウサギを起こして一緒にゴー

ルを目指すことを子どもたちに教えたいと述べたそうで

す。「着実な前進」「個性の尊重」「共生」など同じ話で

も国や文化が異なれば受け止めかたも違います。 

出来事そのものは変わらなくても、「捉え方」が変わっ

たことで、前向きに挑戦できることがあります。今でき

ることは何かと問いながら、確かな前進を刻む日々とし

ていきたいです。 
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９月行事予定 

日 曜日 行事 

1 

2 

火  

2 水  

3 木 耳鼻科検診（全） 

4 金   

5 土 
土曜授業（公開なし） 

集団登校終 引き取り訓練 

6 

 

日  

7 月 Ａ５ 全校朝会 側湾検診（５年） 

8 火 保護者会（３、４年、４組） 

9 水 Ｂ４ 安全指導 

10 木 保護者会（１、２年） 

11 金 保護者会（５、６年） 

12 土  

13 日  

14 月 全校朝会 

15 火  

16 水  

17 木 縦割り班遊び 

18 金 避難訓練 

19 土  

20 日  

21 月 敬老の日 

22 火 秋分の日 

23 水 
Ａ４ 稲刈り（５年） 

写生会（４年） 

24 木  

25 金 音楽朝会 

26 土  

27 日  

28 月 全校朝会 委員会 

29 火 写生会（５年） 

30 水 写生会予備日（５年） 

８月行事予定 

日 曜日 行事 

24 月 
Ｂ４ 全校朝会 集団登校始 

生活振り返りカード配布 

25 火 Ａ５ 給食始 

 26 水 計測（５、６年） 

27 木 計測（１、２年、４組） 

28 金 計測（３、４年） 

29 土  

30 日  

31 月 全校朝会 委員会 

学校だより  



 


